
















初めて、新 くデザインしていただいて二〇一七年から使い始める。今 ところ、日常のフライヤーやホームページは、私の素人仕事で作成しているのだ 、いくらかでもすっきり印象づけられるように改良したい。ホームページは近いうちにWebデザインの専門家にお願いしようと思う。
こんな小さなスペースの、こんな小さな活動が、激
動する今の世にどんな意味を持つのか、折に触れ考えるが、ただしっかりと目を見開いて、目の前のものを、出来れば見えないものをも、 定めたいと願ってい 。そのための出会いと交流の場 して こ 空間が息づいていけ よう努力 たいと思う。「ともにある。わかちあう。ひびきあう。うれしいね。 」新しいリーフレットに載せたレッドベリースタジオ
からのメッセージです。
利用状況を見て印象的なことが二つ。まずライブの





目的をもって集い、じっくり創造活動に取り組むための利用が出てきたこと。日本演出者協会による国際交流セミナーは、海外と東京から講師を迎え一週間にわたって劇作の基本を探る試みだ た。夏休みに 日間寝食を共にして演劇づくりに取り組む稲雲高校演劇部の合宿は二年目。また能楽師・安田登さんが来札した折に開催される謡のお稽古と寺子屋は、 のみならず人類の文化の基層にせまる知のワンダー ンドだ。 二〇一六年のレッドベリースタジオ～新たな利用傾向と機材等の更新
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